
図書館から世界
ニュース

が見える No.065              千葉県立図書館 2025年 3月 

世の中で話題になっているニュース等について知り、考えるためのヒントを得られるような資料情報をご紹介します。 

韓国現代文学 
 

 

 

 

 

2024 年 10 月 10 日、現代韓国文学の旗手ハン・ガンが、アジア女性で初めてノーベル文学賞を受賞しました。 

韓国文学は近年の発展もめざましく、日本でもファンを増やし続けています。 

近しい風土で育まれた「おとなりの国」の文学に、あなたの求めていたものを見つけられるかもしれません。 

韓国現代文学を知る手がかりになる資料と、文学賞を受賞したハン・ガンの著書をご紹介します。 

                                                       （インターネットの最終確認日：2025年 1月 9日） 

作成：千葉県立東部図書館 

書名・記事・論文名 出版情報 

韓国文学ガイドブック 

ele‐king books 

黒あんず監修  P ヴァイン   2021 

所蔵館 東部：9291/15 

作家 25 名のおすすめ作品が紹介されている韓国文学のガイド本である。 

監修 黒あんずからの韓国文学への感謝の気持ちを書いたラブレター。広大で多様な韓国文学の世界の旅へ、 

飛び立てる１冊でもある。 

韓国の近現代文学  

韓国の学術と文化 8 

李光鎬編  法政大学出版局   2001 

所蔵館 中央：9291/1 

所蔵館 西部：9291/ｲｸ 1 

韓国現代文学の脈絡と成果を整理・提示できる理論的な単行本。 

論文的な性格の強いものや、批判的な特徴が顕著なものなど、世界文学的な視野から韓国現代文学を鳥瞰する

代表的論考・評論 13 篇が収まる。韓国と日本の文化的交流の象徴になる１冊。 

すべての、白いものたちの 
ハンガン著  河出書房新社   2018 

所蔵館 東部：92913/ﾊｶ 8 

「白にもさまざまな白がある」 おくるみ、着、雪、骨、白く笑う、米･･････と、「白」を経験する為の装置で

あり、回廊である。「白」のなかで、すべての生と死に出会う、はかなくも偉大ないのちの物語。 

別れを告げない 
ハンガン著  白水社   2024 

所蔵館 東部：92913/ﾊｶ 11 

歴史に埋もれた人々の激烈な記憶と痛みを受け止め、いま生きる力を取り戻そうとする女性の友人同士が、

未来へつなぐ再生の物語。 

ギリシャ語の時間 
ハンガン著  晶文社   2017 

所蔵館 東部：92913/ﾊｶ 7 

ある日突然言葉を話せなくなった女、少しずつ視力を失っていくギリシャ語講師の男。ふたりの出会いと、

対話を通じて、人間が失った本質とは何かを問いかけていく長編小説。 

韓国文学、日本で脚光  女性差別・格差…苦悩に共感  （日本経済新聞 2024年 3 月 8 日）朝刊 10面 

＜社説＞ ハンさん文学賞  過去と現代結ぶ想像力     （東京新聞 2024年 12月 17 日）朝刊 5面   

ノーベル文学賞に韓国のハン・ガンさん アジア人女性初  ノーベル賞 

（日本経済新聞 2024年 10月 11 日）朝刊 34面 
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